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<発明考案事項>
スタッキングチェア　生産ライン専用機のＡＬＬ電動化

　これまでの設備は、エア（空気）を動力としたシリンダを基本とした設
計になっており、電磁弁による電気制御で動作する仕組みとなっていた
為、エアコンプレッサーからのエアの供給が必須となっています。
　今回、全ての動力を電気に変えた、エアを使わない専用機を製作しまし
た。今までエアシリンダを使用していた部分を、全て電動のシリンダに変
更する事で、エアの供給が不要になり、エア漏れによる不具合等も無くな
ります。また、コンプレッサーに使っていた分のエネルギーの消耗を減ら
す事で、カーボンニュートラルによるCO2排出量は年間約88%の削減とな
り、大きな効果が得られます。
　さらに、レイアウト変更時のエア配管の取り回しが不要な事や、エアシ
リンダの部品消耗も無くなり、生産ラインの設備トラブルによるロスが大
幅に改善され、約10%ものランニングコストを抑える事が出来ました。
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スタッキングチェア

TIPO-SX前繋ぎ溶接専用

パイプのクランプ部は、一

定の負荷率で停止するよう

制御。また、ワーク下に近

接センサを設け、セット忘

れやセットミス時に設備が

起動しないようにしている。
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